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鬼
北
町
議
会
議
長

渡
邊
眞
次

こ
の
度
、
鬼
北
町
議
会
で
は
、
議
会

広
報
誌
「
鬼
北
町
議
会
だ
よ
り
」
を
発

刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

議
会
や
議
員
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
か
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
議
会
制
民
主
主
義
の
基
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
必
要
性
と

全
国
の
状
況
を
見
聞
き
さ
れ
た
程
内
覺

前
議
長
の
思
い
で
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。平

成
29
年
度
か
ら
先
進
地
視
察
を
行

う
な
ど
準
備
を
重
ね
、
昨
年
、
広
報
委

員
会
（
芝
照
雄
委
員
長
）
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
各
種
記
事
は
広
報
委
員
が
、

「
議
員
の
窓
」
は
議
員
個
人
が
本
人
の

責
任
に
お
い
て
自
由
に
書
い
た
も
の
で

す
。こ

う
し
て
、
発
刊
出
来
ま
し
た
「
鬼

北
町
議
会
だ
よ
り
」
を
皆
様
の
も
と
に

お
届
け
で
き
ま
し
た
こ
と
は
議
員
一
同

無
上
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、「
ま
ず
は

始
め
よ
う
」
を
合
言
葉
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
成
長
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ

し
て
、「
鬼
北
町
議
会
だ
よ
り
」
が
議

員
や
住
民
の
皆
様
と
の
絆
を
深
め
、
末

永
く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
中
、

視
察
を
快
く
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た

先
進
地
議
会
の
皆
様
、
議
員
各
位
、
広

報
委
員
会
、
そ
の
他
ご
指
導
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
、
発
刊
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

発
刊
に
あ
た
っ
て
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鬼北町議会体制
令和元年の鬼北町議会の体制は次のとおりです。

渡邊眞次 議長 福原良夫 副議長

総務産業建設
常任委員会

厚生文教
常任委員会 予算常任委員会 議会運営委員会

◎　赤松俊二 ◎　末廣　啓 ◎　程内　覺 　松下純次 ◎　芝　照雄
○　福原良夫 ○　髙橋聖子 ○　山本博士 　芝　照雄 〇　程内　覺
　松下純次 　　中山定則 　　髙橋聖子 　福原良夫 　　末廣　啓
　　程内　覺 　　山本博士 　　中山定則 　松浦　司 　　赤松俊二
　　山崎　保 　　芝　照雄 　　末廣　啓 　山崎　保 　　松浦　司
　　渡邊眞次 　　松浦　司 　　赤松俊二 　渡邊眞次 　　山崎　保

◎は委員長、○は副委員長

委員会

等妙寺旧境内視察
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常
任
委
員
会
報
告

平
成
31
年
３
月
に
行
わ
れ
た
各
常
任
委
員
会

の
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

問　

生
活
交
通
路
線
対
策
に
つ
い
て
の
今
後
は
。

答

平
成
30
年
度
の
計
画
策
定
時
に
三
島
地

区
、
愛
治
地
区
、
近
永
地
区
牛
野
川
、
出

目
地
区
谷
喜
来
の
方
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
よ
り

交
通
弱
者
対
策
を
講
じ
て
い
く
予
定
。

問　

高
齢
化
に
よ
っ
て
農
道
、
水
路
な
ど
の

維
持
管
理
が
で
き
な
い
の
で
委
託
で
き
な

い
か
。

答

現
在
、
農
業
公
社
で
一
部
水
路
の
土
砂

上
げ
等
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
農
道
や
水

路
等
の
農
業
施
設
維
持
管
理
、
草
刈
り
に

つ
い
て
、
受
託
で
き
る
よ
う
協
議
し
た
い
。

委
員
会
と
は

議
会
で
取
り
扱
う
案
件
は
多
種
多
様
化
し
て

お
り
、
こ
れ
を
専
門
的
、
能
率
的
に
審
査
・
調

査
す
る
た
め
に
常
任
委
員
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
鬼
北
町
議
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
「
総
務
産

業
建
設
」「
厚
生
文
教
」
の
２
つ
の
常
任
委
員

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
12
月
議
会
定

例
会
で
「
予
算
常
任
委
員
会
」
を
設
置
し
、
現

在
３
つ
の
常
任
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
予
算

を
除
く
２
つ
の
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
予
算
常
任

委
員
会
は
全
議
員
12
人
が
委
員
を
務
め
て
い
ま

す
。
任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
２
年
で
す
。

総
務
産
業
建
設
で
は
、
企
画
振
興
課
、
総
務

財
政
課
、
日
吉
支
所
、
町
民
生
活
課
、
出
納
室
、

農
林
課
、
建
設
課
、
議
会
事
務
局
の
事
務
に
関

す
る
こ
と
、
厚
生
文
教
で
は
、
町
民
生
活
課
、

保
健
介
護
課
、
環
境
保
全
課
、
水
道
課
、
教
育

委
員
会
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
、
予
算
常
任
委

員
会
で
は
予
算
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
を
審
査

し
ま
す
。

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
議
会
を
円
滑
に
運
営
す

る
た
め
に
議
会
運
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
会

期
や
議
案
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。
ま
た
、
議
会
に
関
す
る
条
例
や
規
則
に
関

す
る
こ
と
な
ど
議
長
の
諮
問
的
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
任
期
は
２

年
で
す
。

鬼北町議会だより



と
お
り
で
す
。

廃
止
：
不
堂
田
線
（
沢
松
）
認
定
延
長
を

伸
ば
す
た
め
の
廃
止

認
定
：
奈
良
中
野
川
線
（
奈
良
）、
神
田
支

線
（
永
野
市
）、神
田
舟
木
線
（
永
野
市
）、重
ヶ

森
工
場
前
線
（
永
野
市
）、弓
滝
支
線
（
清
延
）、

不
堂
田
線（
沢
松
）、神
久
保
支
線（
父
野
川
中
）、

白
江
線
（
父
野
川
上
）

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
関
係
予
算
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

事
業
費
お
よ
び
事
務
費
と
も
に
、
国
の

全
額
補
助
で
あ
り
、
商
品
券
の
販
売
対
象

者
は
、
２
０
１
９
年
度
住
民
税
非
課
税
者

で
一
部
を
除
く
者
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子

が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
と
な
っ
て
お
り
、

商
品
券
の
使
用
期
間
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
２
０
２
０
年
３
月

ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

診
療
所
の
ト
イ
レ
が
汚
い
。
改
修
で
き

な
い
か
。

答

な
る
べ
く
早
く
改
修
し
た
い
。

問　

水
道
管
の
耐
震
化
率
と
今
後
の
耐
震
化

の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

町
内
全
て
の
水
道
管
等
の
距
離
に
つ
い

て
２
３
４
・
４
８
㎞
で
、
そ
の
う
ち
耐
震
適

合
の
あ
る
管
が
３
７
・
８
８
㎞
、
耐
震
化
率

は
１
６
・
１
５
％
、
今
後
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
を
利
用
し
て
随
時
更
新

し
て
い
き
た
い
。

道
路
線
の
廃
止
・
認
定

令
和
元
年
第
３
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
で
総

務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
、「
鬼
北
町
道
路
線
の
廃
止
」
お
よ
び
「
鬼

北
町
道
路
線
の
認
定
」
の
２
件
に
つ
い
て
、
９

月
24
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
は
３
年

に
一
度
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

委
員
会
当
日
現
地
に
赴
き
踏
査
し
た
結
果
、

全
路
線
と
も
、
道
幅
、
延
長
、
道
路
状
況
に
お

い
て
疑
義
は
無
く
、
審
査
要
件
を
満
た
し
て
い

る
と
全
委
員
が
認
め
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
第

３
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
最
終
日
に
報
告
し
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
対
象
と
な
っ
た
路
線
は
次
の

鬼北町議会だより



議
員
の
窓

幼
児
教
育
の
将
来

令
和
元
年
新
し
い
時
代
と
と
も
に
１
期
目
の

任
期
も
折
り
返
し
地
点
を
迎
え
ま
し
た
。
鬼
北

町
議
会
の
女
性
議
員
と
し
て
、
私
は
女
性
、
母
、

家
庭
人
の
視
線
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
第
３
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
で

は
、
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
保
育
料
の
無

償
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。新
制
度
で
は
、

０
〜
２
歳
児
に
つ
い
て
所
得
制
限
が
あ
る
が
、

鬼
北
町
で
は
す
で
に
多
子
世
帯
対
象
に
所
得
制

限
の
な
い
保
育
料
の
減
免
制
度
が
あ
り
、
新
制

度
の
も
と
で
も
、
制
度
は
継
続
さ
れ
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
に
住
民
票
が

あ
り
、
町
外
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
う
幼
児

に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
保
育
所
で
７
人
、

幼
稚
園
で
10
人
通
園
し
て
い
る
と
の
回
答
で
し

た
。そ

し
て
、
広
域
保
育
負
担
金
、
広
域
保
育
委

託
料
、
広
域
教
育
負
担
金
に
関
し
て
、
こ
れ
ま

で
公
立
の
保
育
所
等
に
広
域
保
育
を
依
頼
す
る

場
合
、
受
入
市
町
村
に
支
払
う
負
担
金
は
、
公

定
価
格
か
ら
保
護
者
が
徴
収
さ
れ
る
保
育
料
を

差
し
引
い
た
額
で
あ
っ
た
が
、
無
償
化
に
よ
り

保
護
者
か
ら
保
育
料
が
徴
収
さ
れ
な
い
た
め
、

10
月
以
降
は
公
定
価
格
ど
お
り
の
額
を
支
払
う

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
私
立
の
保
育
所
、
幼
稚

園
等
に
お
い
て
、
現
在
の
利
用
料
の
保
護
者
負

担
金
以
外
は
、
国
が
２
分
の
１
、
県
が
４
分
の

１
、町
が
４
分
の
１
の
割
合
で
負
担
し
て
い
る
。

今
回
の
無
償
化
に
伴
い
、
保
護
者
負
担
金
分
も

そ
の
割
合
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
回
答

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
方
針
と
し
て
、
町

長
か
ら
「
こ
れ
ほ
ど
急
激
に
進
む
少
子
化
、
全

国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
子
育
て
支
援
対
策
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
に
合
っ
た
支
援
を
し

て
い
る
状
況
の
中
で
、
鬼
北
町
で
は
こ
れ
ま
で

の
児
童
福
祉
、
措
置
の
み
な
ら
ず
、
教
育
の
分

野
に
も
力
を
注
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
保
育
士
の

人
数
等
、
現
状
を
維
持
し
な
が
ら
、
認
定
こ
ど

も
園
の
設
置
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
で

き
る
だ
け
早
く
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
を
含

め
た
教
育
の
再
構
築
を
図
り
た
い
。」
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
鬼
北
町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
力
を
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

髙橋聖子

鬼北町議会だより



第
二
次
鬼
北
町
長
期
総
合

計
画
に
つ
い
て

鬼
北
町
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
の
第
二
次
鬼
北
町
長
期
総
合
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
行
政
運
営
の
長

期
的
指
針
と
な
る
も
の
で
、
鬼
北
町
の
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
示
す
と
と
も
に
、
各
行

政
分
野
の
施
策
等
に
つ
い
て
、
体
系
化
し
た
も

の
で
す
。
具
体
的
な
事
業
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
の
前
期
基
本
計
画
で
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
前
期
基
本
計
画
に
よ
り
、
町
長

は
、
各
年
度
当
初
に
施
政
方
針
を
定
め
予
算
編

成
を
行
い
、
議
会
で
の
予
算
審
議
を
経
て
議
決

さ
れ
て
確
定
し
執
行
さ
れ
ま
す
。年
度
終
了
後
、

決
算
認
定
に
お
い
て
、
主
要
施
策
の
成
果
説
明

書
と
し
て
、「
主
要
な
施
策
」
が
議
会
に
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

前
期
基
本
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
項
目

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
実
績
に
対
し
て
、
令

和
２
年
度
目
標
値
を
数
値
化
し
示
し
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
が
前
期
基
本
計
画
終
了
年
度

と
な
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
の
後
期
基
本

計
画
は
、
社
会
動
向
を
勘
案
し
た
見
直
し
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
前

期
基
本
計
画
に
あ
る
推
進
施
策
に
基
づ
く
施
策

方
針
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
か
を
十
分
検
証
し
、
各
基
本
目

標
に
推
進
施
策
の
現
状
と
課
題
が
、
こ
の
５
年

間
で
ど
う
変
化
し
た
か
十
分
に
議
論
し
、
令
和

２
年
度
の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
前
期
計
画
の
策
定
に

準
じ
て
後
期
計
画
を
策
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

検
証
結
果
で
施
策
方
針
の
追
加
削
除
、
施
策
方

針
の
成
果
指
標
の
項
目
の
追
加
削
除
、
目
標
値

の
変
更
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
実
行
性
を
確
保
す
る
た

め
、
中
期
行
財
政
計
画
と
の
調
整
を
十
分
に
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、長
期
総
合
計
画
の
進
捗
度
に
つ
い
て
、

広
報
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
画
面
に
載
せ

る
な
ど
し
て
、
町
は
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中山定則
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一
般
質
問「
町
営
バ
ス
循
環
線

の
運
行
状
況
」
に
つ
い
て

問

試
験
運
行
期
間
中
の
利
用
者
は
１
日
何

人
だ
っ
た
か
。

答

１
日
８
便
、
ス
ー
パ
ー
や
病
院
な
ど
16

駅
の
停
車
駅
を
設
け
、
１
便
当
た
り
の
運

行
時
間
約
54
分
で
、
49
日
間
運
行
し
た
が
、

乗
車
人
数
は
１
日
当
た
り
平
均
５
人
で

あ
っ
た
。

問

本
格
運
行
に
な
っ
て
か
ら
の
状
況
は
ど

う
か
。

答

本
格
運
行
は
５
月
13
日
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
５
月
31
日
現
在
で
、
１
日
当
た
り

の
平
均
乗
車
人
数
は
８
人
で
あ
る
。

問　

８
人
と
い
う
数
字
は
想
定
内
か
。

答

循
環
線
導
入
に
当
た
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
折
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人

か
ら
「
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
」「
必
要
で
あ

る
」
等
の
回
答
を
得
た
の
で
、
回
覧
・
防

災
無
線
等
も
活
用
し
、
周
知
徹
底
さ
せ
て

利
用
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問　

今
現
在
の
停
車
駅
で
、
乗
降
率
の
高
い

駅
は
ど
こ
か
。

答

北
宇
和
病
院
を
発
着
点
と
し
て
お
り
、

約
５
割
の
方
が
乗
降
さ
れ
て
い
る
。
他
は

フ
ジ
、
し
ん
ば
し
、
Ｊ
Ｒ
出
目
駅
も
多
い

状
況
で
あ
る
。

問　

１
日
で
一
番
多
く
乗
降
さ
れ
た
人
数
は
。

答

試
験
運
行
時
は
19
名
。
本
格
運
行
に
お

い
て
は
、
15
名
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問　

料
金
設
定
に
つ
い
て
、
乗
降
す
る
た
び

に
１
０
０
円
必
要
で
、
高
い
と
の
住
民
の

声
が
あ
る
が
。

答

距
離
に
よ
り
運
賃
の
差
額
を
設
け
る
場

合
に
は
、
整
理
券
を
発
行
し
て
、
区
間
ご

と
に
運
賃
表
示
を
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
経
費
が
必
要
な
こ
と
や
、
つ
り
銭
の

支
払
い
等
利
用
者
と
運
転
者
に
煩
雑
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
回
乗
車

ご
と
に
１
０
０
円
の
定
額
運
賃
で
運
行
し

て
い
き
た
い
。

問　

定
期
券
や
回
数
券
を
発
行
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答

検
討
す
る
余
地

は
十
分
あ
ろ
う
か

と
思
う
が
、
も
う

少
し
時
間
を
置
き

た
い
。

末廣　啓
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つ
な
が
り

今
回
、
鬼
北
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
「
議
会

だ
よ
り
」
を
発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
、
町
民
の

皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

を
「
議
会
だ
よ
り
」
に
紹
介
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
私
が
暮
し
て
お
り
ま
す
今
在
家
地
区

の
す
ば
ら
し
い
出
来
事
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
今
在
家
地
区
に
は
、
地
区
住
民
の
拠
り
所

と
す
る
天
神
様
が
あ
り
、
一
年
に
一
度
で
は
あ

り
ま
す
が
、
お
春
祭
り
を
行
っ
て
、
住
民
が
集

う
場
所
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
日
室
天
神

が
老
朽
化
し
建
て
替
え
す
る
こ
と
と
な
り
、
区

長
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
大
工
さ
ん
に
お

願
い
し
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
区
長
さ
ん
の
声
掛
け
で
、
取

り
壊
し
か
ら
、
基
礎
工
事
、
防
腐
剤
塗
り
、
棟

上
げ
ま
で
、
地
区
住
民
で
行
い
ま
し
た
。
地
区

住
民
の
深
い
つ
な
が
り
と
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
次

第
で
す
。

こ
れ
か
ら
来
る
で
あ
ろ
う
超
高
齢
社
会
。
ゴ

ミ
も
出
せ
な
い
現
実
。
元
気
な
方
な
ど
が
買
い

物
、
ゴ
ミ
出
し
、
通
院
時
の
補
助
な
ど
、
協
力

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
今
回
の

日
室
天
神
の
建
て
替
え
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
区
住
民
で
協
力

す
れ
ば
何
事
も
で

き
る
と
確
信
い
た

し
ま
し
た
。
我
が

地
区
に
も
、
高
齢

者
夫
婦
、
一
人
暮

ら
し
の
方
々
が
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の

方
々
の
補
助
を
地
区
住
民
が
協
力
し
て
い
け
れ

ば
、
さ
ら
に
良
い
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を
通
じ
、
議
会
活
動
は
も
ち
ろ

ん
、
各
地
区
の
取
り
組
み
活
動
な
ど
も
紹
介
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
各
地
区
に

お
じ
ゃ
ま
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
内
へ
の
人
材
確
保
の

方
策
に
つ
い
て

山本博士
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現
在
、
日
本
は
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
お

り
、
総
務
省
の
労
働
力
調
査
年
報
に
よ
る
と
、

２
０
１
６
年
の
労
働
力
人
口
は
６
６
４
８
万
人

で
し
た
が
、
50
年
後
に
は
３
９
４
６
万
人
と
４

割
程
度
減
少
す
る
見
通
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
部
の
大
手
企
業
で
は
、
国
内
の
労
働
力
だ

け
で
は
足
ら
ず
、
外
国
人
労
働
者
を
多
く
受
け

入
れ
る
な
ど
の
人
材
確
保
が
激
化
し
て
お
り
、

鬼
北
町
を
含
む
地
方
は
都
市
部
へ
の
一
極
集
中

を
背
景
に
若
者
の
労
働
力
不
足
が
顕
著
に
現
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
地
方
公
共
団
体
は
人

材
の
受
入
体
制
を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
当
町
も

遅
れ
を
と
る
こ
と
な
く
、
人
材
確
保
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
町
で
は
、
町
内
の
企
業
を
知
っ
て
も
ら

い
、
将
来
の
就
職
先
を
決
め
る
一
つ
の
手
掛
か

り
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
地
元
の
高
校
で
企
業

説
明
会
を
行
う
な
ど
、
地
元
に
定
着
す
る
若
者

を
増
や
し
、
若
い
労
働
力
の
流
失
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
努
力
し
て
今
は
、「
進
路
を
決
め

る
上
で
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
い
て
い
る
と
聞
き
、
生
徒
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、「
地
元
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な

時
間
」
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
鬼
北
町
の
企
業
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
当
町
の
企
業
情

報
の
発
信
、
企
業
体
験
や
見
学
等
の
機
会
を

も
っ
と
増
や
し
て
い
き
、
労
働
力
確
保
の
た
め

に
官
民
一
体
と
な
っ
て
受
入
体
制
を
作
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
町
の
よ
う
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
町
は
、
全

国
各
地
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
そ
の
中
か
ら
我
が

町
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
だ
き
、
町
内
企
業
に

就
職
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
に
は
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い

な
い
町
営
住
宅
等
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

空
き
住
宅
を
企
業
体
験
等
に
来
ら
れ
た
方
々
へ

の
一
時
的
な
滞
在
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
確
保
し
、

い
つ
で
も
受
け
入
れ
万
全
な
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
、
他
市
町
と
比
べ
た
と
き
に
大
き
く
異
な

る
最
大
の
利
点
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
遠
方
か
ら
鬼
北
町
へ
の
往
復
に
要
す
る
費

用
は
か
さ
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の

間
の
宿
泊
代
が
重
な
る
と
「
鬼
北
町
で
企
業
体

験
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
も

な
か
な
か
実
行
に
至
ら
な
い
の
が
現
実
だ
と
思

い
ま
す
。
町
内
企
業
の
体
験
等
に
町
営
住
宅
等

を
利
用
し
て
宿
泊
代
を
賄
う
こ
と
で
、
鬼
北
町

へ
就
職
を
考
え
る
人
に
一
つ
の
足
掛
か
り
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
先
「
鬼
北
町
へ
の
定
住
」
と
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

鬼北町議会だより



南
予
地
方
の
文
化
「
闘
牛
」

宇
和
島
観
光
闘
牛
は
、
以
前
で
は
１
０
０
頭

近
く
で
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
約
30

頭
と
激
減
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

当
地
域
の
貴
重
な
文
化
で
あ
り
、
観
光
産
業

の
目
玉
的
な
存
在
で
あ
る
「
闘
牛
」
が
衰
退
す

る
こ
と
は
大
変
な
問
題
だ
と
考
え
、
各
方
面
に

協
力
を
お
願
い
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
東
京
在
住
の
某
オ
ー
ナ
ー

様
よ
り
「
里
親
制
度
に
よ
り
闘
牛
を
飼
育
し
て

く
れ
な
い
か
」
と
の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
現
在

５
頭
の
闘
牛
を
飼
育
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
外
の
方
々
に
更
な
る
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
あ
と
10
頭
程
度
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
３
、４
人
程
度
の
雇
用
も
確
保
で
き

る
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
、
是
が
非
で
も

伝
統
を
継
承
し
た
い
所
存
で
あ
る
。

町
政
を
問
う
「
空
き
家
住
宅

の
撤
去
に
つ
い
て
」

問　

空
き
家
住
宅
の
撤
去
に
つ
い
て
、
８
割

補
助
で
２
割
が
個
人
負
担
、
上
限
で
80
万

円
補
助
さ
れ
る
が
、
限
ら
れ
た
坪
数
の
家

し
か
壊
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
、

１
０
０
万
円
、
２
０
０
万
円
、
３
０
０
万

円
と
か
か
っ
た
場
合
で
も
上
限
の
80
万
円

し
か
出
な
い
の
か
。

答

個
人
の
財
産
は
個
人
が
管
理
す
る
も
の

だ
と
い
う
町
民
の
方
々
の
気
持
ち
を
考
え

る
と
、
２
０
０
万
円
、
３
０
０
万
円
と
増

松下純次
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議
員
活
動

今
回
は
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
宇
和

島
消
防
本
部
に
お
邪
魔
を
し
、
い
ろ
い
ろ
と
お

や
し
た
時
、
施
策
と
し
て
の
効
果
は
あ
る
と

思
う
が
、
税
金
を
投
入
し
て
、
新
た
な
財
産

の
形
成
が
安
易
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

も
一
部
で
は
取
り
沙
汰
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
い
る
。
現
在
は
１
０
０
万
円

の
補
助
事
業
だ
が
、
あ
る
程
度
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
う
。
問
題
点
の
大
小
に
つ

い
て
は
、
十
分
把
握
し
て
い
る
。

つ
ぶ
や
き

〜
小
倉
秋
ま
つ
り
〜

毎
年
、
地
元
の
秋
祭
り
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
が
、
年
々
参
加
者
も
少
な
く
な
り
、
少
し
寂

し
い
気
持
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
も
少
な
く
な
り
、五
つ
鹿
踊
り
、

四
つ
太
鼓
が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
年
前
に
五
つ

鹿
踊
り
が
な
く
な
り
、
今
は
四
つ
太
鼓
の
存
続

が
危
う
い
み
た
い
で
す
。
少
し
で
も
長
く
、
伝

統
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
説
明
し
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
副
署
長
、
総
務
課
長
、
救
助
隊
長
の
３

人
で
し
た
。

宇
和
島
消
防
署
は
、
消
防
本
部
と
消
防
署
で

１
３
６
名
が
、
２
交
代
制
24
時
間
の
勤
務
で
、

管
内
住
民
の
安
全
、
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
士
は
１
人
お
ら
れ
、
同
じ
勤
務
だ
そ

う
で
す
。

今
年
度
は
、
は
し
ご
車
が
25
年
を
経
過
し
老

朽
化
が
著
し
い
た
め
に
更
新
し
た
そ
う
で
す
。

も
う
１
台
は
、
救
助
工
作
車
で
す
が
、
こ
れ
も

配
備
後
15
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
た
め

に
更
新
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
消
防
本
部
、

各
消
防
署
も
築
40
年
が
経
過
し
て
お
り
、建
て
替

え
も
検
討
す
る
段
階
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
タ
イ
プ
の
は
し
ご
車

福原良夫

鬼北町議会だより



今
ま
で
の
は
し
ご
車
に
な
い
新
し
い
装
備
と

し
て
、
伸
縮
水
路
管
、
ス
ー
パ
ー
イ
ン
ポ
ー
ズ

カ
メ
ラ
、
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
照
明
装

備
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
担
架
取
付
装
備
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
と
リ
フ
タ
ー
の
同
時
使
用
、
感
電
防
止
装
置

等
を
備
え
て
い
ま
す
。
斜
め
下
方
向
に
も
伸
悌

で
き
る
先
端
部
が
屈
折
す
る
た
め
、
障
害
物
回

避
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
へ
の
乗
り
移
り
が
容
易
で
、
屋
上
フ
ェ

ン
ス
を
回
避
し
て
の
架
梯
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
災
害
現
場
に
到
着
し
て
か
ら
２
分
ぐ
ら
い

で
作
業
が
可
能
で
、
は
し
ご
を
35
ｍ
ま
で
伸
ば

す
の
に
30
秒
ぐ
ら
い
、
は
し
ご
車
１
台
の
価
格

は
２
億
２
９
９
７
万
８
千
円
だ
そ
う
で
す
。

牛
鬼
の
由
来
（
消
防
年
報
よ
り
）

牛
鬼
は
、
愛
媛
県

宇
和
島
地
方
の
風
土

に
と
け
込
ん
だ
祭
り

の
代
表
的
な
練
り
物

で
あ
る
。
も
と
も
と
恐
ろ
し
い
も
の
の
代
名
詞

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
恐
ろ
し
い
性

格
を
逆
手
に
と
っ
て
、「
悪
魔
ば
ら
い
」
と
し

て
登
場
さ
せ
た
の
が
、
こ
の
牛
鬼
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
牛
鬼
の
面
は
恐
ろ
し
げ
な
鬼
面
で
、

赤
ま
た
は
緑
に
塗
ら
れ
、
口
は
カ
ッ
と
大
き
く

豪
快
に
開
く
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

牛
鬼
の
面
を
消
防
本
部
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

し
て
独
自
に
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
会
活
動
報
告

是
々
非
々
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
平
成
29
年
５

月
か
ら
令
和
元
年
５
月
ま
で
の
２
年
間
議
員
各

位
の
協
力
の
も
と
、
議
長
職
に
就
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
考
え
て
も
い

な
か
っ
た
巡
り
合
わ
せ
に
よ
り
、
愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
会
長
、
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
、全
国
町
村
議
会
議
員
共
済
会
副
会
長
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
理
事
と
し
て
の
要
職
を

務
め
る
こ
と
が
で
き
る
幸
運
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。就

任
当
初
は
大
変
な
職
ゆ
え
に
任
が
果
た
せ

る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
芝
副
議
長
、
事
務
局

職
員
は
じ
め
、
各
位
の
協
力
の
も
と
、
大
過
な

く
任
期
を
満
了
す
る
こ
と
が
で
き
安
堵
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
東
京
に
あ
り
ま
す
全
国
町
村

議
員
会
館
に
も
頻
繁
に
足
を
運
び
、
総
務
省
は

じ
め
各
省
庁
、
首
相
官
邸
に
て
の
陳
情
も
叶
い

ま
し
た
。
紅
白
歌
合
戦
が
行
わ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
は
全
国
町
村
議
会
議
長
が
集
う
中
、

決
議
文
朗
読
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
思
い
出
深

い
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
各
県
議
長
会

会
長
と
の
絆
も
で
き
、
こ
れ
以
上
の
冥
利
は
あ

り
ま
せ
ん
。

全
国
各
地
へ
の
研
修
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

程内　覺

鬼北町議会だより



連
続
で
し
た
が
、
指
定
期
日
ま
で
の
合
意
が
で

き
、
関
係
者
各
位
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。「
旧
広
見
町
・
旧
日
吉
村
」
の
発
展

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

愛
治
地
区
で
は
、鬼
北
町
長
へ
「
町
長
陳
情
」

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
度
初
め
、
愛
治
自

治
会
の
新
役
員
を
中
心
に
、
地
域
の
問
題
点
を

洗
い
出
し
協
議
検
討
し
た
結
果
を
直
接
要
望
し

て
い
ま
す
。

町
長
を
は
じ
め
、
関
係
各
課
長
の
出
席
を
い

た
だ
い
て
実
り
多
い
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
も
初
心

を
忘
れ
る
こ
と

無
く
、
地
域
に
寄

り
添
い
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、

町
の
発
展
、
住
民

福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
て
ま
い

り
ま
す
。

鬼
北
町
発
展
の
た
め
に

去
る
、
平
成
31
年
２
月
６
日
に
長
年
の
議
員

活
動
が
認
め
ら
れ
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
「
自
治
功
労
者
表
彰
」
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、平
成
15
年
４
月
よ
り
広
見
町
、

鬼
北
町
の
議
会
へ
席
を
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
16
年
間
は
長
い
よ
う
で
短
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
に
は
、
議
会
運
営
委

員
長
、
総
務
常
任
委
員
長
、
議
長
、
監
査
委
員

の
職
に
就
き
、
尊
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
、
平
成
の
大
合
併
で
は
苦
難
の

だ
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
福
島
県
や
宮
城
県
で

の
被
災
地
研
修
で
は
、
ま
だ
ま
だ
復
興
道
半
ば

の
状
況
を
地
元
町
長
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
視

察
し
、自
然
災
害
の
脅
威
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

温
暖
化
の
影
響
な
の
か
、
い
つ
何
処
で
起
き
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
は
、
空
振
り
に
な
っ
て

も
い
い
早
め
の
避
難
が
一
番
で
あ
る
こ
と
を
学

ん
だ
次
第
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
当
町
で
す
が
、
町
の
活

性
化
、
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

松浦　司

鬼北町議会だより



町
立
学
校
の
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
に
よ
る
将
来
の
学
校

運
営
に
つ
い
て

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、町
長
、

教
育
長
に
一
般
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

問　

合
併
後
14
年
が
経
過
し
た
今
日
、
各
小

学
校
、
各
中
学
校
の
状
況
を
捉
え
今
後
の

計
画
を
伺
う
。

答

平
成
29
年
度
か
ら
全
小
学
校
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
お
よ
び
地
域
学
校
協
働

本
部
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
を
お
借
り
し
て
、
学
校
経
営
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
本
年
度
の

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
県
内
市
町
別
平
均
正

答
率
で
は
小
学
校
が
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、

中
学
校
が
県
平
均
と
同
等
の
成
果
を
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
学
校
は
公
民
館
や
老

人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
と
の
連

携
・
協
働
の
意
識
が
よ
り
一
層
高
ま
り
、

地
域
と
の
一
体
感
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
学
校
が
目
指

す
姿
「
地
域
密
着
の
学
校
、
地
域
密
着
の

教
育
」。
そ
れ
が
で
き
る
の
が
、
小
規
模
校

の
利
点
で
あ
り
、
小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
教
育
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
地
域
と
協
働
し
て
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育

の
推
進
に
努
め
、
各
学
校
が
互
い
に
良
い

刺
激
を
与
え
合
い
、
創
意
工
夫
を
生
か
し

た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

日
吉
小
中
学
校
の
義
務
教
育
学
校
開
校

に
つ
い
て
伺
う
。

答

こ
れ
ま
で
、
議
会
審
議
の
中
で
義
務
教

育
学
校
だ
け
を
町
内
の
教
育
事
業
の
重
要

な
柱
と
し
て
説
明
し
て
き
た
が
、
鬼
北
町

の
教
育
行
政
の
将
来
を
見
据
え
、
少
子
化

す
る
鬼
北
町
の
現
状
を
踏
ま
え
た
中
で
、

町
全
体
の
縦
軸
の
方
針
を
説
明
し
て
い
き

た
い
。
引
き
続
き
、
義
務
教
育
学
校
と
し

て
の
開
校
を
目
指
し
、
関
係
条
例
の
改
正

に
つ
い
て
、
今
年
度
中
の
議
会
に
お
い
て

提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山崎　保

鬼北町議会だより



愛媛県町村議会議長会創立70周年記念議員研修大会

　７月 25 日、愛媛県町村議会議長会主催による研修大会が松山市のメルパルク松山におい
て開催されました。今年は創立 70 周年という節目の記念大会で、近年の愛媛県町村議会議
長会歴代会長 10 人に感謝状が贈られ、代表して、第 53 代会長の程内覺前鬼北町議会議長が
受領されました。

　つづいて、中央大学法科大学院教授で弁護士の野村
修也氏から「地方創生、成功の鍵」と題して講演があ
りました。その主な内容は大きく分けて「愛媛県の地
方創生戦略」「役所だけが旗を振っても成功しない」「国
家戦略特区を活かす」「中古住宅（空き家など）の利活
用」「情報技術革命を活かす」「休眠預金と社会的企業」
の６つでした。その中で、役所だけで旗を振っても成
功しない。いくら岩盤規制を取り除いても、民間に活

力がなければ無駄である。自助・共助の重要性を先進事例を交えて、熱く語られました。
　鬼北町においても、人口減少、少子高齢化が進む中、どうやってこの地域を盛り上げてい
くのか、自分達の地域で何ができるのか、一人ひとり関心を持つことが大切だと感じました。

第60回四国地区町村議会議長会研修会

　四国地区町村議会議長会研修会が 10 月 16 日徳島市で
開催され、四国各地から多くの町村議会議員が参加しま
した。
　はじめに、自治功労者表彰が行われ、講演会に入りま
した。講演会では「政権の課題とポスト安倍の行方」と
題して、政治ジャーナリスト田﨑史郎氏から、ポスト安
倍は誰だとの予想など、軽妙な語り口で話をされ、受講
者は熱心に聞き入っていました。
　次の講演は「地方創生のリアル～覚悟はあるのか～」。
講師は、四国アイランドリーグ plus 理事長の坂口裕昭氏。四国にプロ野球の独立リーグが
誕生して 15 年、この間の歩みや活動が地域社会の未来に役立つことを訴えられました。
　講演を拝聴し、今後の鬼北町の地方創生について考える良い機会となりました。

研　修　報　告

鬼北町議会だより



　11 月 21 日から 22 日にかけ、常任委員会

合同行政視察を行いました。視察先は過疎

高齢化が進行する中で、過疎がもたらすさ

まざまな課題に取り組まれている鳥取県日

南町を訪ねました。日南町は、中国山地の

ほぼ中央、広島県、岡山県、島根県の三県

に隣接し、面積 341k㎡、人口 4524 人（2019

年 9 月 30 日現在）の小さな町です。面積の

88.1％が森林であり、農林業が主な産業という典型的な中山間地域であり、高齢化率も 50％

を超え、全国でも過疎高齢化が進んでいる自治体の一つです。

　視察については、「農林業従事者の育成・

確保」「市町村有償運送・過疎地有償運送」「自

然の恵みの有効活用」の３つをテーマとしま

した。その中の「農林業従事者の育成・確保」

については、全国から農林業研修生を積極的

に募集し、定住者促進に取り組まれていまし

た。農業研修生は３年目で自立を、林業研修

生は２年目で町内林業企業への就職を目指し

ているとのことであり、研修期間中は専任の指導者を配置し年間を通じたカリキュラムを設

定して、農林業技術の習得をサポートしているとのことでした。

　過疎化の問題は、どこの自治体でも抱え

る問題です。創造力と責任感を持って過疎

問題に取り組むべきであると感じました。

日南町は「創造的過疎をテーマにまちづく

りに取り組んでいる。成果も大事だが、今

取り組んでいることを重視している。」との

言葉が印象的であり、視察は非常に有意義

なものとなりました。

常任委員会合同行政視察

鬼北町議会だより



　鬼北町議会では、議会の活性化と開かれた議会
活動を目指し、地域住民の皆さんとの懇談会を開
催しようと考え、その前に是非若い皆さんの意見
を聞いてみたいと、平成 31 年３月 18 日、地元北
宇和高校生との懇談会を実施しました。
　限られた時間の中で、テーマを決めた懇談では
ありましたが、若者との有意義な懇談ができまし
た。この日いただいた意見をすぐに実現すること
はできませんが、行政側に提言していきたいと思
います。初めての取り組みでしたが、貴重な体験となりました。ご協力いただきました校長
先生はじめ諸先生、生徒の皆様に感謝申し上げます。
　なお、高校生から出た主な意見は次のとおりです。

１　鬼北町に定住・Ｕターンしてもらうための町づくりの提案
●施設を充実させ利用者を増やし、部活動等の合宿地としてもらう。
●地元住民への町内既存施設の無料化。
●職場を増やす。起業しやすい町づくり。
●大型ショッピング施設の誘致。
●大学の誘致。
●子育てしやすい環境作り。

４　鬼北町議会に対する要望
●町民が豊かに生活できるように町を盛り上げること。
●議会としての情報発信。

５　その他
●ずっと田舎にいるよりも都会に出たほうがいい。
●子育てで育休が取れるのか、仕事と家庭の両立ができるのか不安。
●第一次産業しかない、帰って来ても生活ができない。
●地域のために協力する人を多くできないか。

北宇和高校生との懇談会

２　鬼北町にあったらいいもの（施設・施策）
●人工芝グラウンド等運動施設。
●北宇和高校の寮を作って鬼北町で経営し、全国
募集で若者を増やす。

３　選挙権について
● 18 歳は早い。
●理解できていない若者が多いので、もっと選挙
の授業をしてほしい。

●候補者の情報発信が若者向きでない。

鬼北町議会だより



月　日 会　　　議　　　名　　　等 備　考

２
１２

第１回議会運営委員会
第１回鬼北町議会臨時会

２７
第２回議会運営委員会
第１回全員協議会

３

６ 第１回鬼北町議会定例会（１日目）

８
第１回鬼北町議会定例会（２日目）
常任委員会正副委員長会

１２ 第１回総務産業建設常任委員会
１３ 第１回厚生文教常任委員会
２０ 常任委員会正副委員長会

２２
第２回全員協議会
常任委員会正副委員長会

２５

第３回議会運営委員会
第３回全員協議会
第２回総務産業建設常任委員会
第１回鬼北町議会定例会（最終日）

５
８

第４回議会運営委員会
第４回全員協議会

１５ 第２回鬼北町議会臨時会

６
６

第５回議会運営委員会
第５回全員協議会

１３ 第２回鬼北町議会定例会
７ ２５ 愛媛県町村議会議長会創立７０周年記念議員研修大会 松山市
８ ２３ 広報委員会

９

１２
第６回議会運営委員会
第６回全員協議会

１８ 第３回鬼北町議会定例会（１日目）
２４ 第３回総務産業建設常任委員会 町道審査

２６
第７回議会運営委員会
第３回鬼北町議会定例会（２日目）
広報委員会

１０
１６ 第 60 回四国地区町村議会議長会研修会（～１７日） 徳島市
２５ 第７回全員協議会

１１
２１ 常任委員会合同行政視察（～２２日） 鳥取県日南町
２７ 第８回全員協議会

１２

５
第８回議会運営委員会
第９回全員協議会

１２ 第４回鬼北町議会定例会（１日目）

１３
第９回議会運営委員会
第４回鬼北町議会定例会（２日目）

２３ 広報委員会

平成３１年１月１日～令和元年１２月３１日

議　会　活　動　報　告

鬼北町議会だより



今
回
、
鬼
北
町
議
会
と
し
て
初
め
て

「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
ま
ま
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。

今
後
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
活
動
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
広
報
委
員

全
員
で
よ
り
一
層
わ
か
り
や
す
い
紙
面

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
愛

顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
広
報
委
員
、

議
会
事
務
局
職
員
の
支
え
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

広
報
委
員
長

芝

照
雄

全
国
町
村
議
会
議
長
会

優
良
議
会
受
賞

鬼
北
町
議
会
は
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
、
近
年
の
議

会
活
性
化
や
町
民
懇
談
会
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
が
積
極
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
令
和
元
年
度
優
良
議
会
に
選
出
さ

れ
、
令
和
２
年
２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お

い
て
表
彰
状
が
伝
達

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
さ

ら
な
る
議
会
活
動
の

活
性
化
、
議
会
改
革

の
推
進
を
目
指
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
ご
指
導
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

第
１
号

令
和
２
年
３
月

鬼
北
町
議
会
だ
よ
り

鬼北町議会の定例会は３月、６月、９月、
12月です。町の定時放送で日時をお知らせ
していますので、たくさんの方の傍聴をお
待ちしています。

広報委員会
委 員 長　　芝　照雄
副委員長　　末廣　啓
委　　員　　髙橋聖子
委　　員　　程内　覺

議会を傍聴
しませんか

編

集

後

記

番
地
1

発
行
責
任
者
／
渡
邊
眞
次
TEL 0895

－
45

－
1111

FA
X
 0895

－
45

－
1119　

g
ik
a
i@
to
w
n
.k
ih
o
k
u
.e
h
im
e
.jp


